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欧米における博物館学の動向
近年の欧米における博物館学の活況には、
目を見張 るものがある。
アメ リカ博物館協会の会報 「AVISO』に
毎月紹介 される出版物情報や、年2回 ほど出
されるブックカタログを見ると、博物館学の
諸領域から、博物館における各種の実際的な
技術マニュアルにわたって、続々と新著が上
梓 され、あるいは定評のある著作の改訂版が
刊行されている。英国において も、 レスター
大学のスーザン ・ピアース女史を中心とした
レスター大学博物館学研究室のスタッフたち
による諸著作、ルートレッジ社の 「文化遺産
の保護 ・保存 ・管理』 シリーズなど枚挙に暇
がないほど充実 している。
これ らの紹介や解題は別の機会に譲ること
としたいが、 こうした近年の博物館学の諸著
作を通 じて読み取れる、極めて大きな潮流が
あるように思える。
それは、博物館が歴史的に果た してきた役
割についての批判的な検討に立脚 した博物館
の今 日的、将来的役割 と位置付 けに関する論
議である。近世におけるプライベー トなコレ
クション形成流行の社会史的、歴史人類学的
分析、そ して、そうしたコレクションなどが
近代国家によって、文化の国家的象徴 として
の博物館 として組織されていく過程を注視す
るところか ら、近代社会における博物館の歴
史的、社会的意味 と、その果たした役割を分
析 し、その中で博物館と博物館人がいかなる
振舞いを したのか、その活動がいかに時代の
政治と文化に規定され、また、そうした政治
的文化政策を支持、推進する役割を果たして
きたものであるのかという点に関する精緻な
検証を試みたものが見いだされる。そして、
そうした歴史認識に立ち、今日、社会とその
成員である人々にとって博物館とは何なのか、
人々のために、博物館はどのような役割を果
たすべきものであるのかを考察するものが顕
著な存在である。
言い換えれば、そこには欧米の博物館と博
物館人の、ある明確な意志が読み取れる。す
なわち、過去における博物館 とその活動を総
括 し、同時に、今 日の博物館に何が求め られ
ているのか、将来的に博物館 はどのような も
のにならなければならないのかという課題を
常に明 らかにしながら、 自らの活動を組織 し、
実践 しようという意志であり、社会もまたそ
れを支持 しているように受けとめ られる。
1960年代以降の欧米における博物館変革の
歴史は、世界的規模での大 きな社会 と文化の
変化の中で、それに即応 しながら、新たな博
物館理念の構築 とその実態化を並行 させて来'
たといえる。っまり、常に社会的存在 として
の博物館を意識 し、その理念を現場で実態化
する過程で鍛え、確かあなが ら進められてき
たということができる。
より具体的に言えば、かつての博物館が強
い 「政治的』性格を持っていたこととともに、
多 くの博物館が今日なお、以前にも増 して広
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範な 『政治的』性格を獲得 し、維持 し続けて
いるという指摘がなされ、そ うした傾向に対
する危惧の念が表明されている。19世紀以来
の目に見える古典的な 『政治的』性格は、相
当程度払拭 されたかに見えるが、20世紀末の
今 日、形を変えた新たな 『政治的』性格が文
化政策の形で受 け入れられているようにも思
える。博物館 と博物館人が、 それをどのよう
に意識 し、受け止めているのか、また社会が
それに対 してどのような反応を示 しているの
か、現在進行形のこの問題 は、博物館の理念
を問題 とす る時、避けて通れない課題である。
また、かって多 くの博物館がエリー トや特
権階級に繋がり、その文化的価値や社会的地
位を維持す る役割を担 って来たということも
指摘され、今 日なお、博物館がそうした一部
の階層により多 く奉仕する存在か ら十分には
脱却で きないでいることにも警鐘が鳴 らされ
ている。
1986年のICOM総会で採択 されたICOM
CodeofProfessionalEthicsが象徴す るよ
うに、博物館と博物館人の〈倫理〉が国際的
な課題であり、博物館はあらゆる人々のため
に、特に弱者や社会的少数者にも常に開かれ
たものでなければならないとする方向を明確
に している。
今日、博物館が一般公衆のためのものであ
ることは、誰 しもが否定 しない。だが、実際
に博物館が、誰のために、何を描 き出 してい
るのかという問題は、必ずしも明確に解決 さ
れている訳ではない。誰の文化を博物館で描
き出すのか、それは誰が誰のために描 き出す
のかということが世界各国で第一の課題となっ
ている。この論議は、博物館や同種の施設が
文化的価値や情報を伝達する上で、相当に力
強い位置を占めているという自覚の成長にと
もなうもので、博物館の理念、その社会的役
割を実態化する上で、今 日、最 も重要な論議
であろう。
我が国の博物館の戦後史
それでは、戦後、いち早 く博物館法を制定
し、新たな民主社会の中で社会教育機関とし
ての博物館構築を目指 した我が国の博物館の
現状 はどうだろうか。博物館法に盛 られた理
念を、真に実態化することができているだろ
うか。
欧米以上に社会 ・文化の激 しい変化を遂げ、
今 日の大衆化社会を形成して来た我が国にあっ
て、博物館 と博物館人自身が、その社会的存
在の意味 ・位置を考え、社会の要求を理解 し
つつ、博物館理念を鍛え、これを十分に実態
化 して来たかどうか、そのような博物館づ く
りをして来たか、博物館活動を展開 して来て
いるかどうかと問われれば、なお不十分であっ
たと言わざるを得ないであろう。
欧米の博物館改革を横目で見なが ら、その
実現 した種々の手法は取り入れたにせよ、そ
の立脚する理念にっいては十分に顧慮されな
いまま来たのではなかろうか。確かに、それ
らの理念のすべてが、そのまま我が国にとっ
ても、必要かっ有効であるかどうかは十分検
討されなければならないとしても、博物館法
制定当時に目指 した理念までも十分に実態化
できないまま、博物館数ばかりは世界有数を
誇るような、表面的な隆盛を実現 したにとど
まってはいまいか。
戦後 日本の博物館の歴史を見ると、その時々
には優れた理念構築が行われ、それに基づ く
博物館活動が組織 されたものが見えるが、 い
ずれ も、年を経 る中で理念を風化させ、活動
はマンネリズムに陥っている例を数多 く見い
だす。無論のこと、それぞれの現場では、で
きるかぎりの努力が払われて来たのであろう
と思 うが、なぜに理念の風化が進行 してしまっ
たのかを分析 し、反省する必要があろう。
確かに、文化の領域に関する政治や社会意
識の未成熟、現状の脆弱な学芸員制度や我が
国に広範に見 られる専門職 についての意識や
制度の未確立などの問題 はあるものの、博物
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館 と博物館人 自身の中にも、自らの依 って立
つべき科学 としての 『博物館学』に対す る認
識の欠如 といった、根本的な問題がそこには
あったのではなかろうか。近年の欧米におけ
る博物館学の隆盛 とは対照的に、我が国にお
ける博物館学が、近年ほとんど何 も生み出し
ていないことを見れば明 らかではなかろうか。
さらに、 ここにはもう一つの要因があるよ
うに思えてな らない。それは理念 といったも
のを正面か ら取 り上げて論議す ることを避け
ようとす る傾向である。確かに、理念そのも
のは、時代や社会環境が変化 したからといっ
て、そうそう変わるべきものではない。 いっ
てみれば、理念問題を繰 り返す ことは〈馬鹿
の一つ覚え〉に類 したことで、学者 にでも任
せておけばいいことであるという一般的な風
潮が問題なのである。
博物館 と限 らず、それぞれの現場では、日々
解決を迫 られているより具体的な問題がある、
理念問題 にかかず らわって現実を無視する訳
には行かない、現場は現実 にこそ集中するべ
きであるとする意識である。それによって、
知 らず知 らずのうちに、ただ流 されることに
なってはいまいか。確かに、現実の具体的問
題解決を怠ることは論外ではあるが、理念を
現場で鍛え、定着 させていかないで、どのよ
うに して博物館活動のバ ックボーンを構築 し
ようというのであろうか。理念が、ただ単に、
現実や実態 と遊離 したところで論議されるの
であれば、それ自身は、 ほとんど意味のない
ことである。
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今 日、博物館に対する人々の考え方や期待
は変化 しつっあるといってよかろう。
我が国において も、規模の大小や館種の構
成の違いはあるにせよ、また、それらの多 く
が社会教育機関として必ず しも有効に機能 し
ていないにせよ、近隣にはなにが しかの博物
館が存在するまでになっている。 日本博物館
協会の統計 によれば、全国民が年に2回 は博
物館を訪れているともいえる入館者数が示さ
れている。博物館数、入館者数か ら見ると、
我が国の博物館もその存在が認知され、社会
にとって有用なものとして利用されているよ
うにも見える。 しか し、その実態はどうであ
ろうか。 また、人々が博物館に何を期待 して
いるのであろうか。
世界的に、政治的構造や社会的意識の変化
にともない、『政府や地方 自治体などによっ
て支えられ維持される機関や施設は、その公
共性、公共への奉仕の実態を常に監視し、チェッ
クするような公共的審理の下に運営 される傾
向を強めている。博物館などの文化伝達をそ
の役割とする機関 も例外ではない。』(以下、
引用 は全 てTimothyAmbroseandCrispin
Paine1993MuseumBαsics,ICOM,Rout-
ledge,London.)むしろ、社会的意識を創り、
またコントロールする機能を持つがゆえに、
より強 くその公共性に注意 した 『公共的審理
の下に置かれるようになってきたし、それが
制度化されていない場合にも、博物館自身が、
そうした社会的な意向に注意深くなっている』
といえる。
我が国では制度的にも、社会意識的にもこ
うした方向は未だ十分に成熟 していない面が
見 られるが、いわゆる行政に対する社会的コ
ントロールを指向する傾向は顕著になりっっ
ある。行政に対する積極的な発言も増えてい
ると見 られる。一方、行政側には、積極的に、
しかも、 きめ細か く人々の意識や要求を調査
し、それらを科学的に評価 して行政に反映さ
せるとする姿勢に乏 しく、今なおくお上〉意
識が色濃 く見えるのが現実なのではなかろう
か。
欧米各国の博物館では、極めて積極的に博
物館利用者の意識分析が行われ、また博物館
評価が実施されている。特に、その利用者分
析か ら見ると、博物館利用者の興味や関心、
博物館に対する期待は、かってとは相当の変
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化を見せている。我が国においても、十分な
統計的証拠はないものの、欧米 と同様な意識
変化が見てとれる。
欧米では今 日、『博物館利用者 は、非常 に
強 く博物館の活動に巻 き込 まれること、参加
することを望むようになってきている』 とい
う。 この点は、我が国でも同 じ傾向が認めら
れる。また、今 日のような 『極めて複合的で、
多様性の強い文化状況の中で、多 くの人々が、
自分 自身の嗜好や意見決定に際 して、知 らず
知 らずのうちに博物館などが発信する情報に
頼 っていることも多 く、博物館の展示を中心
とする情報発信が複合的文化社会の嗜好や意
思決定のプロセスに影響することも確か』で
あることが、欧米での社会調査では検証され
ている。『複合的文化社会の人々は、博物館
における展示や展覧会、コレクションやデー
タベースを通 じて、より適切な提示が行われ
ることに興味と期待』とを持ち始めていると
いえよう。おそらく、我が国においても同様
なことは言えそうであるが、博物館自身がこ
のことを明確に意識 し、その活動を組織 し、
運営 しているかどうかということになると、
未だ彼我には大きな差異がありそうである。
博物館利用者は、今日、彼 らの博物館 との
接触を通 じて、『もっと活動的な参加経験を
期待 している』 ことは確かである。『博物館
のスタイルの変化、新 しい技術の採用による
魅力的な展示方法などの変化は、参加型、体
験型の要素を増加させ、大 きな興味を生み出
し』てきている。博物館にとって、 これまで
のように、利用者にとっては単に 『受け身的
であるような方法で、そのコレクションや情
報を提示することでは十分 とは言えない』の
ではなかろうか。博物館は利用者と共に活動
するというような、巻 き込み型の活動を通 じ
て興味をかきたてることが望まれ、利用者と
共にその目的を達成するというスタンスに立
つ必要があると考えられる。
欧米では、『博物館はその利用者 に対 して、
博物館のコレクションやサービスを、彼 ら自
身のたあに探 り、発見することを奨励するべ
きである』とも主張 されている。これは博物
館には、それぞれ 『専門的熟練者がおり、そ
の判断によって、博物館が見せるべ きである
と決めたものを、利用者は黙 って受け取るも
のとみなされているような、現に多 くの博物
館で今 も広く行われている伝統的なアプロー
チとはまった く対照的』なものである。
このような博物館活動の 『プロセス』に巻
き込 まれたいという意向や、参加 したいとい
う人々の要求に、博物館がどのように応えら
れるのか、応えるべきであるのかは、実はそ
れほど簡単な問題ではない。『少な くとも、
博物館は、その博物館がある社会、経済、文
化のコンテクス トを、過去 とは比較 にならな
いほどの程度にまで、(単にムー ドや印象で
はな く、科学的な根拠を持 って具体的に)理
解 しなければならないことを意味している。』
つまり、人々が何に興味を持ち、何 に関心が
あり、何が好きで何が嫌いかく何を望み何を
必要としているのかを理解 した上で、博物館
の全機能を挙げて、資料の保存 と安全を確保
しっっ、博物館が責任をもって行うべき科学
的な提示を探 り、それを実体化 し、 そこに参
加性を確保 しなければならないということで
ある。
博物館は人々のためにあり、成功 した博物
館とは、その用意 したサービスが人々に支持
され、その活動に参加性 と巻き込みを実現で
きた博物館ということになろう。
我が国の博物館、とりわけ地域社会との深
い繋がりにおいて機能する地域博物館の今日
的課題 も、 ここにあるといってよかろう。
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